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国際的視野で多様性を認め合う能力を獲得する 
 

  ①異国のことを知る、日本のことを知る 
                    （異文化理解） 
  ②外国語を話すチャレンジ  （語学習得） 
  ③国境を越えた友達づくり  （交友関係構築） 

日タイキッズラグビー交流目的 
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交流概要 
■開催日：  平成２６年３月２０日（金）〜２２日（日） 
 
■場  所：  手賀の丘自然の家 （千葉県柏市） 
 
■参   加：タイ；Vajiravudh College 30名、同伴コーチ9名 
      日本；＜宿泊＞28名 ＜試合参加＞計42名 
      （印西RS、柏RS、千葉市RS、川口RS、茨城ドラゴンズ） 
 
■練習場所：NEC我孫子グラウンド 
 
■試合場所：印西平岡グラウンド 
 
■参加スタッフ：計39名（コーチ19名、通訳4人、NEC8名、料理8名） 
 
■メディカルドクター：服部医師 
 
■試合回数：2ブロック3チームごとに分け、総当たり （10分ハーフ） 

       ⇒各ブロックの1・2・3位同士で試合（決勝のみ10分×2）     3 



交流スケジュール（2泊3日） 
３月２０日  懇親会(手賀の丘少年自然の家） 
                カレー作り&食べ比べ 
                タイ・日本文化比較クイズ 
 
 
 
３月２１日  ラグビー交流 （NEC我孫子グラウンド） 
        NECグリーンロケッツの選手との練習 
        日本タイ合同練習 
        もちつき＆BBQ   
 
 
 
３月２２日  ラグビー交流 （印西平岡グラウンド） 
        チーム交流戦       
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1日目 カレー作り 懇親会 
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タイ・日本文化比較クイズ 
■クイズ：計７問 
■形式：タイのクイズ⇒日本人が回答 
  日本のクイズ⇒タイ人が回答 
  バディで着席し、バディと一緒に取り組む。 
■目的：クイズを通じて、お互いの国のことを知る。 
  バディとのコミュニケーションを活発に図る。 
  お互いの国に興味を持つきっかけ作り。 

  積極的に自分の意見を表現する。 
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2日目 ラグビー練習 
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NEC現役選手による 
デモンストレーション 
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もちつき BBQ 
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ラグビー交流戦 
☆ 宿泊部屋割でのチーム割とし、2ブロック3チーム内で総当たり （10分）

⇒各ブロックの1・2・3位同士で試合（決勝のみ10分×2本） 
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表彰式 
☆ 優勝チームの日本・タイ各ルームリーダが感想発表 
☆ タイ国からの記念品贈呈 
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交流後 感想文 
①子どもたちが自国のこと、異国のことをより深く知る 
「タイ語なども少しずつ覚えることができました。それにタイのことが
少しだけだけどわかりました。」 
 
②たくさんの異国の友だちをつくる 
「1日目は、正直とてもこわかったです。何言っているかわからない、
何言っても通じない。だれかきてくれとずっと思いました。3日目の
今日は、試合の中でタイ人と勝つためにがんばって、勝利のよろこ
びをわかちあえたことがうれしかったです。」 
 
③思いを伝え、理解するための道具（言語、非言語）を身につける 
「タイ語が話せないので、ジェスチャーや知っている単語を使ってタ
イ人と話したりしたのも思い出に残っています。」 
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ラグビーの教育的価値 

     

① One for all,  All for one  
 自分のことだけではなく、誰かのために、またはみんなのために 尽くしたいと
いうことが自然に出てくる。 

②Respect 
 からだのぶつかり合い、そして今回の宿泊込の国際交流を通じ、子どもたちが
自分自身の大切さや存在価値・人の大切さ・両親に対する感謝の気持ちを感じる
ことができる。 

③Teamwork 
 子どもたちが行動・反省・検討を通して自分たちで考えた方法によってみんな
力をあわせて実行することで目標を達成できる。 
またチーム全員がそれぞれの喜びを築き上げることができるのだという経験を、
身をもって感じ、体得することができる。 

 
～ラグビーは、少年をいち早く大人にし、大人にいつまでも少年の 
 心を持たせるスポーツである～ 
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【後援】 
観光庁 
在京タイ王国大使館 
日本タイ教会、 
日本ラグビーフットボール協会 
タイラグビーフットボール協会 
 
【助成】 
国際交流基金アジアセンター 
 
【協力】 
NECグリーンロケッツ 
松葉町５−１自主防災組織 
 
（順不同・敬称略） 
 

 
【協賛】 
東洋証券株式会社 
タイ大林 
株式会社ファイナンシャルブレインシステムズ 
株式会社丸和運輸機関 
株式会社ネットビジョン 
株式会社清水企画 
東洋機器製造株式会社 
株式会社NVS 
トリコロール 
共栄船渠株式会社、 
株式会社ストロングハート 
福岡銀行ラグビー部 
株式会社十和観光 
柏市ラグビーフットボール協会 
Thai Barbarians Rugby Club 
 
 

ご支援 
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今後の計画 

目的 ラグビー交流を通じた異文化理解 

長期目標 参加した子どもたち自らによる本交流の企画運営の実現 

中期目標 2019年ラグビーワールドカップ開催に合わせて、キッズワールドカップの実施 

実施計画 
＜日本受け入れ＞ 毎年実施 
 
＜タイ渡航＞   隔年で実施（次回は2016年） 

費用負担
に関する
基本方針 

＜日本受け入れ＞参加者の自己負担 
        受け入れの際に必要な諸経費は支援組織（者）からの支援金でまかなう 
 
＜タイ渡航＞ 参加者の渡航費は自己負担 
       安全管理上不可欠な実行委員ならびにスタッフ（ラグビースクールコーチ含む） 
       の参加費は支援組織（者）からの支援金でまかなう 
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一般社団法人 
子どもスポーツ国際交流 

役職名 氏名 所属 

代表理事 向山昌利 びわこ学院大学短期大学部 

理事 繁田富久夫 千葉県ラグビーフットボール協会スクール委員長 

理事 牛山啓二 株式会社ジェネック 

事務局 
高田実里 

佐藤 愛 
公文教育研究会 
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最後に 

 最後になりましたが、今回のイベントを開催
するにあたり支援してくださいました皆様、
誠にありがとうございました。 

 本企画継続へ向けて、引き続きご支援・  
ご協力をお願い申し上げます。 

一般社団法人 子どもスポーツ国際交流協会 
代表 向山昌利 
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ありがとうございました！ 
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